
























































































































縁体の金属錯体をヘテロ接合させることに成功した｡そしてへテロ接合錯体について､ SEM､ STM､ PET
測定を行いナノ界面において物性評価を試みた｡
以上は､自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡従って､
臭恰申提出の博士論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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